
コモン「定積分計算」(Ver. 1.00) 説明書

by Sety

■概要

このコモンは、文字通り定積分の計算を行うコモンです。ダメージなど各種計算式に組み込んだり、計

算で得られた値を何かに使ったりするなどしてご利用ください。

・f(x) = 3x や f(x) = −2x2 といった、x の p次式に対応しています。(pは整数)

・f(x) = 1
x2 すなわち f(x) = x−2 など、次数が負の場合でも可能です。

・工夫すれば f(x) = x2 + 3x− 5のような多項式にも適用できます。

■利用方法

コモンイベントの空いている好きな場所に、定積分計算.commonを読み込みします。

このコモンを使いたい箇所で呼び出してご利用ください。

＜基本＞

∫ 上端
下端
係数 x次数dx

上の画像のように設定した場合、
∫ 2

1

3x2dxを計算させることになります。

※定数項の場合は、次数の欄を 0 にして係数に数字を入力します。

＜多項式の場合＞∫ 2

1

(3x2 − 5x+ 4)dxを計算させたいとします。

この場合、次のように分割すればコモンが使える形になります。∫ 2

1

3x2dx−
∫ 2

1

5xdx+

∫ 2

1

4dx

それぞれの項に対してコモンを利用し、変数操作でまとめます。

1



■仕様,ご注意

(1)エディタの仕様上、小数が絡む計算は扱いが難儀なため、次のような注意があります。

・小数は切り捨てられるので、計算結果は整数値で返ってきます。

・多項式の積分において、分割した各項の計算結果は小数切り捨てされているため、まとめたときに誤

差が生じる場合があります。

・次数が-1のときは対数計算があります。この計算のときにも整数部分しか扱われないため、通常の数

学とは違った感じになります。このため、次数が-1のときは特に誤差が出やすい傾向があります。

(2)その他の注意

・次数が-1以下の場合において、0をまたぐもしくは端が 0になるような設定は積分不可能です。その

代わりに、強制的に計算結果が 0となります。

■単純計算以外の実用例

変数操作と組み合わせ、引数に変数呼び出し値を設定するのが有用な使い方です。

例. スイッチを押すとキャラ 1が
∫ レベル +2

レベル
xdxのダメージを受ける。
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